
第 7 期

中 間 報 告 書
平成24年 7 月 1 日から
平成24年12月31日まで（　　　　　　）

証券コード　3076

株主の皆様へ⃝⃝⃝⃝⃝

拝啓　平素は格別のご高配を賜り厚く御礼申しあげます。
　ここに、第7期中間期（第2四半期）の事業の概況並びに主要事
業についてご報告申しあげます。

敬　具　

　当第7期中間期（平成24年7月1日から平成24年12月31日まで）
の業績は、売上高160億7千9百万円（前年同期比15.1％増）、営
業利益23億2千6百万円（前年同期比36.7％増）、経常利益24億4
千2百万円（前年同期比23.8％増）、四半期純利益13億2千7百万
円（前年同期比17.1％増）となりました。

事業のセグメント別の業績は、次のとおりであります。
「セキュリティ機器」につきましては、マンション向けセキュリ
ティシステム及び法人向けセキュリティシステム共に販売が順調
に推移したこと等により、売上高は37億4千2百万円（前年同期
比30.4％増）、セグメント利益は10億7千2百万円（前年同期比
158.3％増）となりました。
「カード機器及びその他事務用機器」につきましては、前年同四半
期における金融機関向け大型案件に匹敵する販売が無かったこと
等により、売上高は12億8百万円（前年同期比20.0％減）、セグ
メント利益は2億6千2百万円（前年同期比24.3％減）となりまし
た。
「保守サービス」につきましては、企業の経費削減に伴い保守契
約・点検修理が減少したこと等により、売上高は8億6千8百万円
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株主メモ⃝⃝⃝⃝⃝

株式に関するお手続きについて⃝⃝⃝⃝⃝

事業年度 毎年7月1日から翌年6月30日まで
期末配当金
受領株主確定日 毎年6月30日

中間配当金
受領株主確定日 毎年12月31日

定時株主総会 毎年9月
株主名簿管理人

三菱UFJ信託銀行株式会社
特別口座管理機関
上場証券取引所 東京証券取引所（証券コード3076）

公告の方法

電子公告により行います。
ただし、電子公告によることができない事
故、その他やむを得ない事由が生じたとき
には、日本経済新聞に掲載して行います。
公告掲載URL
http://www.aiholdings.co.jp

1.  株券電子化に伴い、株主様の住所変更、単元未満株式の買取請
求その他各種お手続きにつきましては、原則、口座を開設されて
いる口座管理機関（証券会社等）で承ることとなっておりますの
で、口座を開設されている証券会社等にお問い合わせください。

2.  特別口座に記録された株式に関する各種お手続きにつきまして
は、三菱UFJ信託銀行が口座管理機関となっておりますので、下
記特別口座管理機関（三菱UFJ信託銀行）にお問い合わせくださ
い。なお、三菱UFJ信託銀行全国本支店でもお取次ぎいたします。

3.  郵便物等の発送と返戻、未受領の配当金に関するお問い合わせ
につきましては、株主名簿管理人である三菱UFJ信託銀行までお
問い合わせください。

〒103-0005 東京都中央区日本橋久松町12番8号
電話　03-3249-6335（代表）
URL　http://www.aiholdings.co.jp

　♦お問い合わせ先・株主名簿管理人／特別口座管理機関
　　　三菱UFJ信託銀行株式会社　証券代行部
　　　〒137-8081 東京都江東区東砂七丁目10番11号
　　　電話　0120-232-711（通話料無料）
　　　http://www.tr.mufg.jp/daikou/

（前年同期比1.8％減）、セグメント利益は9千万円（前年同期比
29.9％減）となりました。

「情報機器」につきましては、海外子会社であるSilhouette 
America, Inc. にて発売した、コンシューマ向け小型カッティン
グマシンの販売が好調に推移したこと等により、売上高は37億6
千万円（前年同期比13.4％増）、セグメント利益は3億6千6百万
円（前年同期比19.2％増）となりました。

「計測機器及び環境試験装置」につきましては、計測機器の販売
は堅調に推移したものの、環境試験装置の販売が企業の設備投資
抑制の影響を受けたこと等により、売上高は8億9千1百万円（前
年同期比8.5％減）、セグメント利益は8千9百万円（前年同期比
18.4％減）となりました。

「設計事業」につきましては、耐震診断等の受注増加により、売上
高は21億5千5百万円（前年同期比11.2％増）、セグメント利益は
3億1千8百万円（前年同期比25.4％増）となりました。

「リース及び割賦事業」につきましては、売上高は31億4千4百万
円（前年同期比42.0％増）、セグメント利益は6千4百万円（前年
同期比21.5％減）となりました。

「その他」につきましては、売上高は3億7百万円（前年同期比
19.4％増）、セグメント利益は4百万円（前年同期比476.3％増）
となりました。

　当社は持株会社として、経営環境の変化に対応したグループ全
体の効率的な事業運営を推進いたします。また、販路拡大や営業体
制の強化等の相乗効果を得られる業務提携やM＆Aを進める等、更
なる事業の拡大と収益力の向上を図ることにより、あいホールディ
ングスグループとしての企業価値を高めていく所存でございます。

　株主の皆様におかれましては、今後とも一層のご支援、ご鞭撻
をお願い申しあげます。

　平成25年3月

代表取締役会長兼CEO　佐々木　秀吉
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連結損益計算書⃝⃝⃝⃝⃝

連結キャッシュ・フロー計算書⃝⃝⃝⃝⃝

前　期
平成24年6月30日現在

当中間期
平成24年12月31日現在

資産の部
流動資産 20,594 20,779
　現金及び預金 9,012 9,831
　受取手形及び売掛金 5,201 4,965
　商品及び製品 2,614 2,775
　その他 3,765 3,207
固定資産 9,177 9,483
有形固定資産 6,232 6,247
無形固定資産 866 780
投資その他の資産 2,079 2,455

資産合計 29,772 30,263
負債の部

流動負債 6,604 5,577
　支払手形及び買掛金 2,849 3,064
　その他 3,755 2,512
固定負債 2,403 2,606
　退職給付引当金 845 884
　その他 1,557 1,721

負債合計 9,008 8,183
純資産の部

株主資本 21,504 22,453
資本金 5,000 5,000
その他 16,504 17,453

その他の包括利益累計額 △ 740 △ 373
純資産合計 20,763 22,080
負債・純資産合計 29,772 30,263

前中間期
平成23年 7 月 1 日から
平成23年12月31日まで 

当中間期
平成24年 7 月 1 日から
平成24年12月31日まで 

売上高 13,965 16,079
売上原価 8,788 9,958
　売上総利益 5,177 6,121
販売費及び一般管理費 3,475 3,795
　営業利益 1,701 2,326
営業外収益 291 143
営業外費用 20 27
　経常利益 1,973 2,442
特別利益 0 14
特別損失 135 286
　税金等調整前四半期純利益 1,837 2,170
　法人税、住民税及び事業税 606 813
　法人税等調整額 96 29
　少数株主損益調整前四半期純利益 1,134 1,327
　少数株主利益 − −
　四半期純利益 1,134 1,327

［単位：百万円］ ［単位：百万円］

［単位：百万円］
前中間期

平成23年 7 月 1 日から
平成23年12月31日まで 

当中間期
平成24年 7 月 1 日から
平成24年12月31日まで 

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,125 889
投資活動によるキャッシュ・フロー △ 628 475
財務活動によるキャッシュ・フロー △ 478 △ 427
現金及び現金同等物に係る換算差額 △ 12 81
現金及び現金同等物の増減額 5 1,020
現金及び現金同等物の期首残高 9,874 8,784
現金及び現金同等物の四半期末残高 9,879 9,804



主要セグメントの事業内容⃝⃝⃝⃝⃝

役員（平成24年12月31日現在）⃝⃝⃝⃝⃝
代表取締役会長
兼CEO 佐々木　秀　吉

代表取締役社長 大 島 昭 彦

取 締 役 唐 﨑 英 明
取 締 役
（社外取締役） 三 山 裕 三

常 勤 監 査 役 田 口 詞 男
監 査 役
（社外監査役） 安 達 一 彦
監 査 役
（社外監査役） 石 本 哲 敏

会社概要（平成24年12月31日現在）⃝⃝⃝⃝⃝
商 号

設 立 年 月 日

資 本 金

発行済株式総数

株 主 数

事 業 内 容

あいホールディングス株式会社
Ai Holdings Corporation

平成19年4月2日

50億円

56,590,410株

11,894名

傘下子会社及びグループの経営管理並びに
それらに付帯する業務の遂行

主要なグループ会社⃝⃝⃝⃝⃝
株式会社ドッドウエル　ビー・エム・エス
グラフテック株式会社
株式会社あい設計
あいエンジニアリング株式会社
株式会社ニューロン
株式会社USTAGE
株式会社ビーエム総合リース
株式会社プロメック
中央設計株式会社
株式会社田辺設計
Graphtec America, Inc.
Graphtec Europe B.V.
Silhouette America, Inc.
NEURON ELECTRONICS INC.
杜の公園ゴルフクラブ株式会社

セキュリティ機器

カード機器及びその他事務用機器

情報機器

計測機器及び環境試験装置

設計事業

主要製品は監視カメラやレコーダー等のセキュリティシステ
ム機器で、単なる開発・販売にとどまらず、導入時からアフ
ターフォローまで、一貫したサービスを提供しています。
メガバンク・官公庁等の大型案
件や商店街・小売店等様々な施
設への導入実績があり、特に既
設マンション向けの「安心パッ
ク」によるサービス一体型の商
品が好評です。

主要製品はカード発行システム機器で、医
療機関向けには診察券発行機や患者のデー
タ管理も含む再来受付機等、小規模クリ
ニックから大病院向けの大量発行システム
まで各規模に対応した機種を提供していま
す。また、金融機関向けにはICカード対
応機器を提供し、窓口での即時発行による
顧客への迅速な対応を実現しています。

主要製品はカッティング及びスキャ
ナ等のコンピュータ周辺機器で、ス
キャナはA0サイズまでの図面デー
タを取り込める大型の業務用製品です。
カッティングマシンは、主な用途は屋外広
告・看板製作用で、主力は企業向けの高機
能な大型商品ですが、コンシューマ向けの
小型商品もあり、特に海外で好評です。

主要製品は計測機器とインラインま
たはプレハブ型の環境試験装置で、
計測機器は電圧、温度、湿度、パル
ス等幅広いデータ収録に対応できる
豊富な製品ラインアップを取り揃え
ています。環境試験装置は、高温・
低温等の環境下での電子部品や基板
等の動作試験を行う装置で、カスタ
ム対応も行っています。

建築設計業界の中でも専門性の高い「耐震診
断・耐震構造設計」を事業の中核に据え、意
匠設計、設備設計等、高い技術力を軸とした
建築総合コンサルタント業を行っています。
手掛けた建築物は庁舎、文化施設、学校、産
業プラント等多岐にわたっています。

データアクイジション 
DATA PLATFORM 
GL7000

直冷熱型温度試験装置
LTF-70

ICカード即時発行機
CP600MH

廿日市市健康福祉センター あいプラザ

大型スキャナ 
CSX500シリーズ

小型カッティングマシン
Silhouette CAMEO

全方位対応カメラ
マルチアイシステム

高感度デイナイトカメラ
HTC-B1H1
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は堅調に推移したものの、環境試験装置の販売が企業の設備投資
抑制の影響を受けたこと等により、売上高は8億9千1百万円（前
年同期比8.5％減）、セグメント利益は8千9百万円（前年同期比
18.4％減）となりました。

「設計事業」につきましては、耐震診断等の受注増加により、売上
高は21億5千5百万円（前年同期比11.2％増）、セグメント利益は
3億1千8百万円（前年同期比25.4％増）となりました。

「リース及び割賦事業」につきましては、売上高は31億4千4百万
円（前年同期比42.0％増）、セグメント利益は6千4百万円（前年
同期比21.5％減）となりました。

「その他」につきましては、売上高は3億7百万円（前年同期比
19.4％増）、セグメント利益は4百万円（前年同期比476.3％増）
となりました。

　当社は持株会社として、経営環境の変化に対応したグループ全
体の効率的な事業運営を推進いたします。また、販路拡大や営業体
制の強化等の相乗効果を得られる業務提携やM＆Aを進める等、更
なる事業の拡大と収益力の向上を図ることにより、あいホールディ
ングスグループとしての企業価値を高めていく所存でございます。

　株主の皆様におかれましては、今後とも一層のご支援、ご鞭撻
をお願い申しあげます。

　平成25年3月

代表取締役会長兼CEO　佐々木　秀吉


